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前　田　 　剛

随想リレー

阪
神
フ
ァ
ン
と
青
春
の
思
い
出

東
京
鳥
取
県
人
会
幹
事
　
　
瀬
　
尾
　
幹
　
夫

■
と
っ
と
り
ゆ
か
り
の
食
■
〈
7
〉

さ
ん

清流国際特許業務法人

弁護士　　野　口　賢　照
　　　　　　　　　　

技あり鳥取県！
〒104－0045　東京都中央区築地１－４－５
TEL・03-6226-3191　FAX・03-6226-3192

　
創
立
１
１
０
周
年
を
祝
う
平
成

25
年
東
京
鳥
取
県
人
会
総
会
と
懇

親
の
集
い
は
、
9
月
16
日
午
前
11

時
30
分
か
ら
、
東
京
・
九
段
下
の

ホ
テ
ル
グ
ラ
ン
ド
パ
レ
ス
・
ダ
イ

ヤ
モ
ン
ド
ル
ー
ム
で
開
か
れ
る
。

　
例
年
通
り
の
総
会
、
懇
親
の
集

い
の
ほ
か
、
今
年
は
特
に
倉
吉
市

出
身
の
人
気
サ
ッ
ク
ス
奏
者
Ｍ
Ａ

Ｌ
Ｔ
Ａ
（
本
名
・
丸
田
良
昭
さ
ん
）

の
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
を
間
に
は
さ

ん
で
創
立
１
１
０
周
年
を
盛
り
上

げ
る
。Ｍ
Ａ
Ｌ
Ｔ
Ａ
は
東
京
芸
大
、

米
バ
ー
ク
リ
ー
音
楽
大
卒
業
後
、

精
力
的
な
演
奏
活
動
を
続
け
る
一

方
、
東
京
、
大
阪
芸
大
な
ど
で
後

進
の
育
成
に
も
尽
力
し
て
い
る
。

　
総
会
で
は
任
期
満
了
に
伴
う
会

長
交
代
を
は
じ
め
と
す
る
役
員
改

選
が
行
わ
れ
、
常
任
幹
事
に
女
性

3
人
を
登
用
す
る
な
ど
の
改
革
も

断
行
さ
れ
る
。

　
懇
親
の
集
い
の
進
行
係
は
、
山

陰
中
央
テ
レ
ビ
「
週
刊
・
ヤ
ッ

ホ
ー
」
で
お
馴
染
み
の
フ
リ
ー
ア

ナ
ウ
ン
サ
ー
の
竹
内
こ
ま
え
さ
ん

が
担
当
す
る
予
定
で
あ
り
、
平
井

伸
治
知
事
、
各
市
町
村
長
代
表
も

例
年
通
り
出
席
の
予
定
。
ま
た
、

今
年
は
特
別
招
待
者
と
し
て
空
手

道
女
子
世
界
選
手
権
金
メ
ダ
リ
ス

ト
の
宇
佐
美
里
香
さ
ん
が
参
加
、

華
麗
な
演
舞
を
披
露
し
て
く
れ
る

こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

　
１
１
０
周
年
盛
り
上
げ
策
と
し

て
は
こ
の
ほ
か
、
ト
リ
ピ
ー
な
ど

マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
４
体

が
特
別
参
加
す
る
。
な
か
で
も

ト
ッ
キ
ー
ノ
は
先
ご
ろ
天
皇
、
皇

后
両
陛
下
を
お
招
き
し
て
開
か
れ

た
第
64
回
全
国
植
樹
祭
鳥
取
大
会

で
活
躍
し
た
ば
か
り
の
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
だ
。

（
写
真
は
Ｍ
Ａ
Ｌ
Ｔ
Ａ
／
　
　
　

本
池
滋
夫
）

　
米
子
地
方
は
阪
神
フ
ァ
ン
の
多

い
土
地
柄
と
し
て
知
ら
れ
る
。
米

子
出
身
の
、
郷
党
の
英
雄
、
全

国
少
年
の
憧
れ
の
的
、「
キ
ャ
ッ

チ
ャ
ー
土
井
垣
」に
由
来
し
よ
う
。

土
井
垣
武
、
旧
制
米
子
中
学
校
37

期
。

　
１
９
４
９
年
当
時
ラ
ジ
オ
か
ら

聞
え
て
き
た
阪
神
ダ
イ
ナ
マ
イ
ト

打
線
の
オ
ー
ダ
ー
は
、
今
で
も
諳そ
ら

ん
じ
て
い
る
。

　
１
番
セ
ン
タ
ー
呉
、
２
番
レ
フ

ト　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
若
林
、
御
　
生
、
梶
岡
な
ど

＝
い
ず
れ
も
打
撃
巧
者
、
ラ
ス
ト

バ
ッ
タ
ー
・
シ
ョ
ー
ト
長
谷
川
。

　
長
谷
川
も
米
子
出
身
。
長
谷
川

東
京
鳥
取
県
人
会
総
会
と
懇
親
の
集
い

       
Ｍ
Ａ
Ｌ
Ｔ
Ａ
の
特
別
演
奏
会
も 

県
人
会
１
１
０
周
年

記
念
講
演
会

講
師
は
リ
ン
ガ
ー

ハ
ッ
ト
の
米
浜
和
英

さ
ん

　
東
京
鳥
取
県
人
会
創
立

１
１
０
周
年
を
記
念
す
る
特
別

講
演
は
、
11
月
20
日
午
後
6
時

か
ら
、
千
代
田
区
平
河
町
の
海

運
会
館
で
開
か
れ
る
こ
と
に

な
っ
た
。

　
講
師
は
、
長
崎
チ
ャ
ン
ポ
ン

の
全
国
展
開
で
有
名
な
リ
ン

ガ
ー
ハ
ッ
ト
グ
ル
ー
プ
の
総

帥
、米
浜
和
英
さ
ん
。リ
ン
ガ
ー

ハ
ッ
ト
の
半
世
紀
の
歩
み
、
鳥

取
県
人
と
し
て
の
想
い
な
ど
を

た
っ
ぷ
り
お
聞
か
せ
い
た
だ
く

こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

　
昭
和
18
年
12
月
生
ま
れ
の
米

浜
さ
ん
は
、
今
年
69
歳
。
鳥
取

西
高
卒
業
後
、
リ
ン
ガ
ー
ハ
ッ

ト
の
前
身
で
あ
る
株
式
会
社
浜

か
つ
（
の
ち
浜
勝
商
事
）
の
設

立
に
参
画
。
以
降
、
昨
年
、
創

業
50
周
年
を
迎
え
た
リ
ン
ガ
ー

ハ
ッ
ト
と
と
も
に
外
食
産
業
の

雄
と
し
て
活
躍
し
て
き
た
。

　
チ
ェ
ー
ン
店
は
い
ま
や
全
国

に
約
六
百
点
。
今
後
は
成
長
著

し
い
ア
ジ
ア
各
国
へ
の
積
極
的

出
店
に
よ
り
グ
ロ
ー
バ
ル
企
業

へ
の
脱
皮
を
目
指
し
た
い
と
し

て
い
る
。
講
演
終
了
後
に
は
米

浜
さ
ん
を
囲
ん
だ
懇
親
会
も
予

定
さ
れ
て
い
る
。（

本
池
滋
夫
）

父
と
釣
っ
た

﹁
イ
イ
ダ
コ
﹂
の
味

が
忘
れ
ら
れ
な
い

　
私
が
育
っ
た
と
こ
ろ
は
、
海
ま

で
歩
い
て
５
分
、
磯
の
香
が
漂
う

村
で
す
。
浜
に
は
グ
リ
ー
ン
ベ
ル

ト
の
よ
う
な
松
林
が
あ
り
、
そ
の

長
さ
が
五
里
あ
る
こ
と
か
ら
「
五

里
ケ
浜
」
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

　
小
学
生
の
頃
、
夏
休
み
に
な
る

と
村
の
子
供
た
ち
が
集
ま
っ
て
、

松
林
に
ゴ
ザ
を
敷
い
て
お
勉
強
を

し
ま
し
た
。
お
勉
強
の
後
は
海
に

飛
び
込
ん
で
め
い
っ
ぱ
い
泳
ぐ
。

そ
れ
が
夏
休
み
の
日
課
で
し
た
。

み
ん
な
仲
良
し
で
、
陽
に
焼
け
て

真
っ
黒
で
し
た
ね
（
笑
）。

　
地
引
き
網
で
は
、
漁
師
さ
ん
の

許
可
を
得
て
、
網
か
ら
も
れ
出
た

鰯
を
つ
か
ま
え
る
の
で
す
。
必
死

で
逃
げ
る
鰯
を
追
い
か
け
て
全
身

び
し
ょ
濡
れ
。
バ
ケ
ツ
半
分
の
”

戦
利
品
”
は
、
刺
身
に
な
っ
て
食

卓
に
の
り
ま
し
た
。
鮮
度
抜
群
！

ホ
ン
ト
お
い
し
か
っ
た
で
す
よ
。

　
私
は
、
74
歳
で
す
。
65
年
も
昔

の
こ
と
な
の
に
、
楽
し
か
っ
た
情

景
が
、
昨
日
の
こ
と
の
よ
う
に
目

に
浮
か
び
ま
す
ね
（
笑
）。

　
故
郷
の
な
つ
か
し
い
味
は
た
く

さ
ん
あ
り
ま
す
が
、
夏
、
父
に
連

れ
ら
れ
て
櫓
こ
ぎ
の
舟
で
美
保
湾

に
出
て
、
イ
イ
ダ
コ
を
釣
っ
た
の

が
印
象
深
い
で
す
。
針
が
い
っ
ぱ

い
付
い
た
白
い
ビ
ー
玉
状
の
も
の

を
糸
の
先
に
つ
け
て
海
に
垂
ら
す

と
、
エ
サ
と
間
違
え
た
イ
イ
ダ
コ

が
食
い
つ
く
。
糸
を
す
早
く
あ
げ

な
い
と
、
シ
ュ
ー
ッ
と
す
ご
い
勢

い
で
逃
げ
て
し
ま
う
。
私
と
弟
は

父
に
コ
ツ
を
教
わ
っ
て
夢
中
で
釣

り
ま
し
た
。
面
白
い
よ
う
に
と
れ

た
の
が
嬉
し
か
っ
た
で
す
ね
。

　
イ
イ
ダ
コ
は
、
母
が
甘
辛
く
煮

付
け
て
く
れ
ま
し
た
。
柔
ら
か
く

て
コ
ク
が
あ
り
、
何
と
も
い
え
な

い
旨
み
が
口
の
中
に
広
が
っ
て
。

忘
れ
ら
れ
な
い
味
で
す
。

　
東
京
で
イ
イ
ダ
コ
を
見
つ
け
て

は
挑
戦
す
る
の
で
す
が
、
い
ま
だ

に
味
が
再
現
で
き
な
い
。
お
料
理

屋
で
注
文
し
て
も
、
あ
の
柔
ら
か

さ
と
旨
み
が
感
じ
ら
れ
な
く
て
、

い
つ
も
ガ
ッ
カ
リ
。
母
の
味
が
な

つ
か
し
く
思
い
出
さ
れ
ま
す
。

  

子
供
の
頃
か
ら
、
毎
日
新
鮮
な

魚
を
当
た
り
前
の
よ
う
に
食
べ
て

き
ま
し
た
か
ら
ね
、外
食
す
る
際
、

夫
や
都
会
育
ち
の
子
供
た
ち
が
お

い
し
そ
う
に
食
べ
て
る
魚
も
、
私

は
「
ち
ょ
っ
と
古
い
！
」
食
欲
減

退
、
と
い
う
こ
と
が
ま
ま
あ
り
ま

す
。
魚
の
鮮
度
に
は
、
敏
感
か
つ

厳
し
い
境
港
育
ち
の
私
で
す
。

（
元
・
相
模
女
子
大
学
学
長
、
境

港
商
工
会
議
所
Ｆ
Ｉ
Ｓ
Ｈ
大
使

写
真
は
、
小
泉
さ
ん
）           

 

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
／
加
藤
雅
子

（
境
港
市
中
野
町
出
身
）

小 

泉 

典 

子

　
首
都
圏
在
住
の
鳥
取
県
出
身
者

ら
で
構
成
さ
れ
る
「
若
い
鳥
取
県

応
援
団
」
が
3
ヶ
月
連
続
で
鳥
取

の
酒
を
紹
介
す
る
イ
ベ
ン
ト
を
実

施
し
て
い
る
。
7
月
は
大
山
Ｇ

ビ
ー
ル
、
8
月
は
「
強ご
う
り
き力」
を
楽

し
む
会
を
実
施
し
た
。
9
月
28
日

に
は
北
条
ワ
イ
ン
を
味
わ
う
。

　
き
っ
か
け
は
団
員
が
つ
ぶ
や
い

た
一
言
だ
っ
た
。「
大
山
Ｇ
ビ
ー

ル
を
紹
介
す
る
イ
ベ
ン
ト
が
で
き

な
い
か
な
」。
そ
こ
か
ら
、
話
が

広
が
り
、
鳥
取
の
日
本
酒
や
ワ
イ

ン
も
紹
介
し
よ
う
と
い
う
こ
と
に

な
っ
た
。

　
メ
ン
バ
ー
が
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活
用
し

て
イ
ベ
ン
ト
を
Ｐ
Ｒ
。
第
１
回
目

の
会
に
は
、
鳥
取
県
出
身
者
と
そ

う
で
な
い
人
と
が
ほ
ぼ
半
数
ず
つ

集
ま
っ
た
。
そ
の
中
に
は
東
京
鳥

取
県
人
会
・
金
子
副
会
長
の
姿
も
。

久
米
桜
麦
酒
株
式
会
社
社
長
の

田
村
源
太
郎
さ
ん
を
講
師

に
迎
え
、
和
気
藹
々
と
し

た
宴
と
な
っ
た
。

　
次
回
は
９
月
28
日
（
土
）

午
後
5
時
か
ら
ワ
イ
ン
カ

フ
ェ
タ
ン
ブ
ラ
ン
（
東
京

都
世
田
谷
区
）
で
実
施
。

参
加
希
望
者
は
希
望
者
全

員
の
名
前
と
連
絡
先
を
記

載
し
メ
ー
ル
でw

akatoribal@

gm
ail.com

ま
で
お
申
し
込
み

を
。

　
　
　
　
　
　
　
　（
森
田
美
穂
）

鳥
取
の
酒
を
Ｐ
Ｒ

若
い
鳥
取
県
応
援
団
・
わ
か
と
り
Ｂ
Ａ
Ｌ

▲ビールイベント等で田村社長と顔な　
じみの大山Ｇビールファンも参加

　
１
９
４
９
年
当
時
、
ラ
ジ
オ
か

ら
聞
え
て
き
た
阪
神
ダ
イ
ナ
マ
イ

ト
打
線
の
オ
ー
ダ
ー
は
、
今
で
も

諳そ
らん
じ
て
い
る
。

　
１
番
セ
ン
タ
ー
呉
、
２
番
レ
フ

ト
金
田
、
３
番
ラ
イ
ト
別
当
、
４

番
サ
ー
ド
藤
村
、
５
番
キ
ャ
ッ

　
長
谷
川
も
米
子
出
身
。
長
谷
川

善
三
、
旧
制
米
子
中
学
校
38
期
。

甲
子
園
で
は
ピ
ッ
チ
ャ
ー
土
井
垣

と
バ
ッ
テ
リ
ー
を
組
ん
だ
と
聞
く
。

　
'49
年
10
月
、
戦
後
初
来
日
の
米

チ
ー
ム
、
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
・

シ
ー
ル
ズ
に
全
日
本
な
ど
連
戦
連

　
折
か
ら
地
方
博
覧
会
ブ
ー
ム
で

'50
年
、
米
子
博
覧
会
。
一
際
目
立

つ
は
、
キ
ャ
ッ
チ
ャ
ー
ミ
ッ
ト
を

構
え
る
巨
大
な
土
井
垣
像
。「
六
三

制
　
野
球
ば
か
り
が
　
強
く
な

り
」（
詠
み
人
知
ら
ず
）
の
新
制
っ

子
だ
っ
た
僕
は
、
'47
年
、
新
制
中

　
米
子
地
方
は
阪
神
フ
ァ
ン
の
多

い
土
地
柄
と
し
て
知
ら
れ
る
。
米
子

出
身
の
、
郷
党
の
英
雄
、
全
国
少

年
の
憧
れ
の
的
、「
キ
ャ
ッ
チ
ャ
ー

土
井
垣
」
に
由
来
し
よ
う
。
土
井

垣
武
、
旧
制
米
子
中
学
校
37
期
。

チ
ャ
ー
土
井
垣
、
６
番
セ
カ
ン
ド

本
堂
、
７
番
フ
ァ
ー
ス
ト
安
居
、

８
番
ピ
ッ
チ
ャ
ー
若
林
、御
園
生
、

梶
岡
な
ど
＝
い
ず
れ
も
打
撃
巧

者
、
ラ
ス
ト
バ
ッ
タ
ー
・
シ
ョ
ー

ト
長
谷
川
。

敗
。
そ
の
中
に
あ
っ
て
最
も
よ
く

打
っ
た
の
が
土
井
垣
だ
っ
た
。
シ
ー

ル
ズ
の
ス
カ
ウ
ト
氏
は
、
引
き
抜

き
た
い
選
手
と
し
て
、
土
井
垣
捕

手
、
別
当
外
野
手
、
千
葉
内
野
手
、

中
尾
投
手
の
４
名
を
挙
げ
て
い
る
。

学
（
法
勝
寺
中
学
、
南
部
町
）
に

入
学
し
床
に
座
っ
て
民
主
主
義
を

習
い
、
放
課
後
は
草
野
球
に
熱
中

し
た
。
六
三
制
も
民
主
主
義
も
野

球
も
み
ん
な
「
鬼
畜
米
英
」
そ
の

国
か
ら
の
贈
り
物
だ
っ
た
。
野
球

は
新
制
っ
子
に
と
っ
て
ア
メ
リ
カ

ン・ド
リ
ー
ム
そ
の
も
の
で
あ
っ
た
。

　
土
井
垣
、
土
井
垣
で
過
ご
し
た

３
年
間
も
終
わ
り
米
子
東
高
校
に

入
学
し
た
。「
キ
ャ
ッ
チ
ャ
ー
土

井
垣
」
の
後
輩
に
な
っ
た
。
嬉
し

か
っ
た
。
法
勝
寺
電
車
で
通
学
、

道
笑
町
の
土
井
垣
先
輩
の
生
家
の

前
を
通
っ
た
。

　
野
球
に
明
け
暮
れ
た
少
年
の
頃

が
懐
か
し
い
。
戦
後
の
騒
然
と
し

た
、
が
、
妙
に
明
る
い
、
そ
ん
な

時
代
が
。

●
大
山
の
伏
流
水
で
旨
い
酒

慶
応
元
年
創
業

全
国
新
酒
鑑
評
会
金
賞
蔵

千
代
む
す
び
酒
造
㈱

代
表
取
締
役
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夫
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県
人
会
の
交
流
事
業「
ガ
イ
ナ
ー

レ
鳥
取
応
援
バ
ス
ツ
ア
ー
」
を
７

月
20
日
（
土
）
水
戸
ホ
ー
リ
ー
ホ
ッ

ク
戦
で
行
い
ま
し
た
。

　
参
加
者
は
22
名
。
行
き
の
バ
ス

の
中
で
は
ガ
イ
ナ
ー
レ
鳥
取
等
に

関
す
る
ク
イ
ズ
大
会
で
盛
り
あ
が

り
、
テ
ン
シ
ョ
ン
を
上
げ
て
試
合

観
戦
に
臨
み
ま
し
た
。

　
７
月
14
日
時
点
の
水
戸
ホ
ー

リ
ー
ホ
ッ
ク
が
12
位
、
ガ
イ
ナ
ー
レ

鳥
取
が
17
位
と
格
上
の
相
手
で
し

た
が
、
こ
こ
３
年
間
の
県
人
会
の
バ

ス
ツ
ア
ー
で
は
、
ガ
イ
ナ
ー
レ
鳥
取

が
勝
利
を
収
め
て
お
り
、密
か
に「
勝

利
を
呼
ぶ
バ
ス
ツ
ア
ー
」
と
言
わ
れ

て
い
る
た
め
、
今
年
も
勝
利
を
呼
ぶ

こ
と
を
祈
り
な
が
ら
観
戦
し
ま
し

た
。

　
試
合
は
２
―
２
の
引
き
分
け
と

　
◆
勝
利
を
呼
ぶ
！？
県
人
会
ガ
イ
ナ
ー
レ
鳥
取
応
援
バ
ス
ツ
ア
ー
　

　
　
　
　
　
　（
７
月
20
日
VS
水
戸
ホ
ー
リ
ー
ホ
ッ
ク
戦
）

な
り
、
残
念
な
が
ら
バ
ス
ツ
ア
ー
は

勝
利
の
女
神
に
な
れ
ま
せ
ん
で
し

た
が
、白
熱
し
た
試
合
を
観
戦
で
き
、

参
加
者
は
満
足
し
て
帰
路
に
つ
き

ま
し
た
。

　
今
季
の
ガ
イ
ナ
ー
レ
鳥
取
は
、

初
戦
こ
そ
白
星
を
飾
っ
た
も
の
の
、

現
在
21
位
（
８
月
21
日
時
点
）
と

成
績
が
振
る
わ
ず
、
Ｊ
２
か
ら
降

格
す
る
可
能
性
が
出
て
い
ま
す
。

小
村
徳
男
監
督
が
解
任
さ
れ
、
新

た
な
気
持
ち
で
臨
ん
だ
栃
木
Ｓ
Ｃ

戦
で
も
引
き
分
け
、
8
月
21
日
に

行
わ
れ
た
第
30
節
ガ
ン
バ
大
阪
と

の
対
戦
で
は
、
先
制
す
る
も
の
の

１
―
７
と
敗
れ
ま
し
た
。

　
崖
っ
ぷ
ち
に
立
た
さ
れ
て
い
る

ガ
イ
ナ
ー
レ
鳥
取
で
す
が
、
鳥
取
県

が
誇
る
プ
ロ
の
サ
ッ
カ
ー
チ
ー
ム

と
し
て
の
誇
り
を
胸
に
最
後
ま
で

健
闘
す
る
こ
と
を
祈
っ
て
い
ま
す
。

（
南
家
希
伊
子
）

ガ
イ
ナ
ー
レ
情
報

 
 

 

▲水戸グランド夜景

110周年を祝う
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▲漫画／かわにしよしと

県
人
の
お
店

▲店長の石田安識さん
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▼
こ
の
夏
の
猛
暑
に
は
参
っ
た
。

ゲ
リ
ラ
豪
雨
と
や
ら
も
頻
発
。

な
の
に
、
東
京
の
水
ガ
メ
は
渇
水

と
は
皮
肉
。
▼
水
と
い
え
ば
、
東

電
福
島
第
１
原
発
の
漏
水
が
気

に
か
か
る
。
レ
ベ
ル
３
は
深
刻
。

▼
「
梨
花
」
担
当
が
交
代
。
寺
谷

次
明
さ
ん
ご
苦
労
様
。
森
田
美
穂

さ
ん
よ
ろ
し
く
。
　（
遠
藤
隆
司
）

ら
し
い
中
、
22
名
が
腕
を
競
い
ま
し

た
。
優
勝
し
た
の
は
初
参
加
の
森
本

洋
さ
ん
。準
優
勝
は
岡
田
武
人
さ
ん
、

3
位
は
萬
冶
隆
生
さ
ん
で
し
た
。
次

回
は
9
月
27
日
に
東
京
国
際
ゴ
ル
フ

倶
楽
部
で
開
催
予
定
で
す
。

　
山
陰
海
岸
国
立
公
園
が
昭
和
38
年
7
月
15
日
に
国
立
公
園

に
指
定
さ
れ
て
今
年
で
50
周
年
。
鳥
取
砂
丘
や
浦
富
海
岸
な

ど
、
起
伏
に
富
ん
だ
海
岸
景
観
は
多
く
の
人
た
ち
に
親
し
ま

れ
て
き
た
。

　
丹
後
半
島
の
網
野
海
岸
か
ら
鳥
取
砂
丘
ま
で
、
山
陰
海
岸

国
立
公
園
は
東
西
約
75
㎞
に
及
ぶ
。
平
成
22
年
に
は
、
こ
の

山
陰
海
岸
国
立
公
園
を
中
心
と
す
る
京
丹
後
市
の
経
ヶ
岬
か

ら
白
兎
海
岸
ま
で
の
東
西
約
１
１
０
㎞
、
南
北
最
大
30
キ
ロ

に
及
ぶ
エ
リ
ア
が
、
世
界
ジ
オ
パ
ー
ク
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
へ
加

盟
を
認
め
ら
れ
、
地
元
で
も
地
域
の
宝
で
あ
る
と
の
認
識
が

一
層
高
ま
っ
て
い
る
。

　
ま
た
、
砂
像
彫
刻
を
展
示
す
る
「
砂
の
美
術
館
」
が
7
年

前
に
開
館
。
こ
れ
ま
で
の
来
場
者
数
は
１
５
０
万
人
を
越
え

た
と
の
こ
と
。　「

梨
花
」
の
創
刊
第
１
号
は
昭
和
41
年
５
月

１
日
で
あ
る
。（
Ａ
４
版
６
頁
）“
発
刊
に
題
す
”

と
し
て
沢
田
廉
三
第
７
代
会
長
が
次
の
よ
う
な

文
を
寄
せ
て
い
る
。

　「
題
し
て
『
梨
花
』
と
い
う
。
県
花
た
る
梨

の
花
に
因
ん
だ
も
の
で
あ
る
。
会
報
な
ど
と
い

う
大
袈
裟
な
も
の
で
は
な
く
、
従
っ
て
政
治
、

経
済
と
の
や
か
ま
し
い
議
論
、
ま
た
は
人
物
批

評
で
も
な
く
、
過
般
本
会
が
６
名
の
婦
人
幹
事

を
依
嘱
し
て
“
柔
ら
か
き
窓
口
”
を
設
け
た
る

と
同
じ
趣
旨
に
て
、
一
に
会
員
の
吉
凶
禍
福
の

消
息
、
動
静
を
伝
う
る
を
主
眼
と
し
、
相
互
の

喜
怒
哀
楽
を
身
近
か
に
感
じ
あ
っ
て
、
本
会
存

立
の
主
目
的
た
る
“
相
互
の
親
睦
”
を
、
よ
り

暖
か
く
、
よ
り
濃
や
か
な
る
も
の
に
し
て
ゆ
き

た
い
と
い
う
趣
旨
に
外
な
ら
な
い
」

　
以
上
、
巻
頭
の
全
文
で
あ
る
。

“
柔
か
き
窓
口
”
と
い
う
表
現
、
こ
れ
は
、
沢

田
会
長
が
か
ね
て
よ
り
県
人
会
で
“
結
婚
相
談

の
窓
口
”
を
開
設
し
た
い
と
熱
望
し
、「
梨
花
」

の
紙
上
で
も
積
極
的
に
活
動
し
て
ゆ
き
た
い
と

い
う
こ
と
で
あ
っ
た
よ
う
だ
。

　
と
こ
ろ
が
で
あ
る
。
事
務
局
内

に
窓
口
を
設
け
た
も
の
の
、
結
婚

相
談
は
相
当
程
度
の
秘
密
保
持
と

あ
る
程
度
の
公
用
性
を
調
和
さ
せ

な
が
ら
進
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
い
う
難
題
に
直
面
し
て
、
担
当

者
は
容
易
な
ら
ざ
る
こ
と
を
知
ら

さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　
そ
ん
な
中
で
、
昭
和
41
年
発
刊

の
「
梨
花
」
３
号
で
は
エ
リ
ザ
ベ

ス
サ
ン
ダ
ー
ス
ホ
ー
ム
の
花
嫁
第

１
号
誕
生
の
明
る
い
ニ
ュ
ー
ス

が
紙
面
を
飾
り
、「
お
め
で
た
欄
」

は
賑
わ
っ
て
い
た
。
翌
42
年
の
４

号
で
は
、
当
時
の
石
破
二
朗
知
事

そ
し
て
西
村
尚
治
議
員
と
い
っ
た

令
嬢
ら
の
挙
式
が
告
知
さ
れ
、
そ

の
同
じ
欄
で
は
現
常
任
幹
事
古
賀

信
三
氏
が
元
会
長
田
子
富
彦
氏
の

孫
娘
と
挙
式
し
た
こ
と
が
記
述
さ

れ
て
い
る
。
余
談
な
が
ら
古
賀
氏

に
当
時
を
回
想
し
て
も
ら
う
と
、

　「
県
人
会
で
の
結
婚
相
談
の
成

立
第
１
号
は
間
違
い
な
く
私
た
ち

で
す
。
媒
酌
人
の
太
田
隆
二
氏
に

田
子
邸
に
連
れ
て
ゆ
か
れ
四
の
五

の
言
う
間
も
な
か
っ
た
ん
で
す
」

と
い
っ
て
笑
う
。

　
昭
和
45
年
９
月
発
刊
の
第
８
号

ト
ッ
プ
記
事
は
「
結
婚
相
談
座
談

会
」
で
あ
っ
た
。
正
に
相
談
担
当

者
ら
の
苦
労
の
弁
が
綴
ら
れ
て
い

る
の
も
興
味
深
い
。
因
み
に
そ
の

時
の
メ
ン
バ
ー
は
、
司
会
役
が
宍

戸
英
人
、（
相
談
キ
ャ
ッ
プ
）
女

性
が
わ
が
池
岡
千
代
子
、
江
沢
シ

ズ
、
沢
茅
江
、
寺
島
し
げ
の
、
引

田
章
子
、
丸
山
栄
子
、
男
性
が
わ

に
栗
村
龍
象
、
沢
田
廉
三
、
持
田

卓
人
、
山
本
基
（
以
上
敬
称
略
）

　
当
時
、
県
人
会
に
は
新
し
い
事

業
が
３
つ
あ
っ
て
、
そ
の
１
が
郷

土
訪
問
、２
に
「
梨
花
」
の
発
刊
、

３
に
結
婚
相
談
で
あ
っ
た
。
１
の

郷
土
訪
問
は
、
昭
和
41
年
の
第
１

回
か
ら
42
年
、
43
年
と
毎
年
実
施

さ
れ
て
い
た
。
今
で
は
信
じ
ら
れ

な
い
話
で
あ
る
。２
の「
梨
花
」は
、

昭
和
47
年
６
月
第
10
号
を
も
っ
て

休
刊
と
な
っ
て
い
る
。
沢
田
廉
三

氏
追
悼
記
事
が
そ
の
最
終
号
を
飾

り
、
会
長
も
沢
田
氏
か
ら
第
８
代

内
海
清
温
会
長
へ
と
変
わ
っ
た
。

　
時
あ
た
か
も
田
中
角
栄
第
一
次

内
閣
が
発
足
、
日
本
は
高
度
成
長

時
代
へ
と
突
き
進
む
の
で
あ
る
。

そ
の
後
、「
梨
花
」
復
刊
第
１
号

が
平
成
10
年
で
あ
る
か
ら
、
な
ん

と
26
年
の
空
白
期
間
が
あ
っ
た
こ

と
に
な
る
。

　
復
刊
の
こ
と
に
つ
い
て
は
次
号

に
譲
る
。
　
　
　
　（
遠
藤
隆
司
）

　
同
館
の
総
合
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
を

務
め
る
の
は
、
砂
像
彫
刻
家
兼
プ

ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
と
し
て
国
内
外
で

活
躍
し
て
い
る
茶
圓
勝
彦
氏
。
各

国
か
ら
招
く
砂
像
彫
刻
家
た
ち
が

「
砂
で
世
界
旅
行
」
を
基
本
コ
ン

セ
プ
ト
と
し
た
砂
像
を
制
作
し
て

い
る
。
毎
年
変
わ
る
テ
ー
マ
毎
に

新
た
に
砂
像
を
制
作
。
儚
さ
が
ゆ

え
に
増
す
美
し
さ
が
来
館
者
を
魅

了
し
て
い
る
。

　
東
京
で
も
こ
の
夏
、
汐
留
に
鳥

取
砂
丘
の
砂
で
つ
く
っ
た
砂
像
を

設
置
。
併
せ
て
９

月
か
ら
鳥
取
県
内

で
開
催
さ
れ
る「
全

国
都
市
緑
化
鳥
取

フ
ェ
ア
」
な
ど
を

Ｐ
Ｒ
し
た
と
こ
ろ
、

通
行
人
の
多
く
が

驚
き
の
表
情
を
浮

か
べ
て
砂
像
を
眺

め
て
い
た
。

　
全
国
植
樹
祭
を

山
陰
海
岸
国
立
公
園
指
定
50
周
年
／「
砂
の
美
術
館
」／
汐
留
に
砂
像
出
現

 

東
京
の
新
橋
に
鳥
取
県
の
物
産
販
売
、
飲
食
、
情

報
発
信
の
拠
点
と
し
て
設
置
さ
れ
た
ア
ン
テ
ナ

シ
ョ
ッ
プ
「
食
の
み
や
こ
鳥
取
プ
ラ
ザ
」
が
８
月
26

日
で
開
店
５
周
年
を
迎
え
、
そ
れ
を
記
念
し
て
各
種

イ
ベ
ン
ト
を
実
施
し
ま
し
た
。

 

８
月
29
日
に
は
、
先
着
50
名
様
に
鳥
取
の
梨
を
プ

レ
ゼ
ン
ト
。
８
月
29
日
～
31
日
に
は
、
鳥
取
県
旅
行

ペ
ア
招
待
券
や
２
階
の
レ
ス
ト
ラ
ン 

ト
ッ
ト
リ
ー

ネ
の
デ
ィ
ナ
ー
ペ
ア
招
待
券
、
特
産
品
な
ど
が
当
た

る
抽
選
会
、
８
月
29
日
～
９
月
７
日
に
は
、
１
Ｆ

シ
ョ
ッ
プ
で
鳥
取
の
野
菜
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
す
る
農
産

物
フ
ェ
ア
や
、
２
Ｆ
レ
ス
ト
ラ
ン
で
、
鳥
取
和
牛
オ

レ
イ
ン
５
５
や
鳥
取
の
梨
を
感
謝
価
格
で
楽
し
ん
で

い
た
だ
け
る
特
別
デ
ィ
ナ
ー
を
用
意
し
ま
し
た
。

　
フ
ェ
ア
以
降
も
い
ろ
い
ろ
な
商
品
を
取
り
揃
え
て

アンテナショップ
５周年フェア開催

　
皇
居
前
の
お
堀
端
傍
に
あ
る
パ

レ
ス
ホ
テ
ル
ビ
ル
地
下
１
階
の
レ

ス
ト
ラ
ン
街
に
「
い
な
た
や
」
は

あ
る
。
１
年
前
、
改
築
ホ
テ
ル
ス

タ
ー
ト
と
同
時
に
開
店
し
た
。

　「
い
な
た
や
」
は
、
鳥
取
県
米

子
市
に
本
店
を
持
つ
出
店
で
、
日

本
橋
に
そ
の
１
号
店
は
あ
る
。

　
本
紙
で
は
２
０
０
２
年
に
１
号
店

を
紹
介
し
、
梅
原
３
兄
弟
に
ご
登

場
願
っ
て
い
る
。
創
立
が
延
宝
元

年
と
い
う
か
ら
凄
い
。
老
舗
の
酒

蔵
を
兄
弟
力
を
合
わ
せ
て
守
り
抜

き
、
い
ま
首
都
圏
に
し
っ
か
り
と

根
を
下
ろ
し
た
の
で
あ
る
。
３
本

の
矢
は
強
い
と
の
喩
え
も
あ
る
。

「
田
舎
の
地
酒
と
美
味
し
い
山
陰

の
魚
介
類
を
東
京
人
に
食
べ
て
も

ら
い
た
い
一
念
で
東
京
へ
進
出
し

た
ん
で
す
よ
。
私
は
56
歳
の
時
に

脱
サ
ラ
し
ま
し
た
」
と
、
梅
原
俊

治
社
長
は
語
る
。
長
兄
の
梅
原
正

顕
さ
ん
が
米
子
の
拠
点
を
守
る
総

大
将
な
ら
、
次
兄
の
梅
原
清
辰
さ

▼
第
15
回
東
京
鳥
取

県
人
会
囲
碁
大
会
が

６
月
８
日
に
麹
町
の

「
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
囲
碁
サ
ロ
ン
」

に
て
行
わ
れ
ま
し
た
。
当
日
は

17
名
の
同
好
者
が
集
い
懇
親
を

深
め
な
が
ら
烏う
ろ鷺

を
争
い
、
足

立
盛
二
郎
氏(

境
港
市
出
身)

が
優
勝
し
ま
し
た
。

　
次
回
の
第
16
回
囲
碁
大
会
は
、

11
月
頃
開
催
予
定
で
す
。
参
加
費

は
昼
食
・
懇
親
会
費
を
含
め
て

５
千
円
で
す
。
懇
親
を
深
め
る
趣

旨
で
す
が
、
賞
品
も
飛
び
賞
を
含

め
て
多
く
準
備
し
て
あ
り
ま
す
。

会
員
名
簿
の
趣
味
の
欄
に
囲
碁

と
書
い
て
あ
り
な
が
ら
ま
だ
入

会
さ
れ
て
な
い
同
好
の
方
々
も

多
く
い
ら
っ
し
ゃ
る
よ
う
な
の

で
、
遠
慮
な
く
参
加
し
て
く
だ
さ

い
。
新
規
参
加
希
望
等
に
つ
い
て

は
囲
碁
同
好
会
事
務
局
の
西
尾

憲
之
さ
ん
（
０
９
０
―
２
１
６
８

―
１
１
０
６
）
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

▼
因
伯
オ
ー
プ
ン
ゴ

ル
フ
コ
ン
ペ
が
5
月

16
日
、
久
能
カ
ン
ト

リ
ー
ク
ラ
ブ
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
天
気
、
コ
ー
ス
と
も
素
晴

第
一
信
：
生
と
死

　
テ
ー
マ
は
大
き
い
が
、
曾
孫
の

誕
生
と
妻
の
死
に
つ
い
て
。
私
も

年
で
す
。曾
孫
が
生
ま
れ
ま
し
た
。

孫
よ
り
一
段
可
愛
い
で
す
。

　
さ
て
、
永
年
連
れ
添
っ
た
妻
が

急
逝
、
残
念
無
念
。
87
歳
だ
っ
た

が
悔
し
い
。
シ
ョ
ッ
ク
で
私
も
病

気
に
な
り
、
な
か
な
か
元
に
戻
れ

ず
閉
口
。
世
の
男
性
諸
君
、
ど
う

か
愛
す
る
妻
は
大
切
に
優
し
く
し

て
あ
げ
て
く
だ
さ
い
。

第
二
信
：

老
い
の
ハ
ン
デ
と
メ
リ
ッ
ト

　
最
近
、
老
い
た
る
故
の
ハ
ン
デ

と
メ
リ
ッ
ト
に
つ
い
て
考
え
さ
せ

ら
れ
る
。
ハ
ン
デ
は
多
い
。
ま
ず

肉
体
の
衰
え
と
思
考
力
の
浅
さ
な

ど
。
逆
に
メ
リ
ッ
ト
は
あ
ま
り
な

い
の
で
は
な
い
か
。
た
だ
無
職
の

た
め
時
間
に
余
裕
が
あ
り
一
日
が

暮
ら
せ
る
。

　
昔
の
姥
捨
て
の
よ
う
に
年
配
者

を
大
切
に
し
な
い
の
は
ハ
ン
デ
が

多
い
と
思
う
。
こ
こ
ろ
し
て
暮
ら

し
た
い
。
人
生
の
終
局
は
わ
か
っ

て
い
る
の
だ
か
ら
。

東
京
鳥
取
県
人
会

事
務
局
の
顔
ぶ
れ

　
鳥
取
県
東
京
本
部
副
本
部
長
が

7
月
、
鳥
取
か
ら
赴
任
。
4
月
以

降
空
席
だ
っ
た
副
本
部
長
席
が
埋

ま
り
、
県
人
会
事
務
局
の
新
体
制

が
整
い
ま
し
た
。

○
事
務
局
長
／
大
場
本
部
長（
留
任
）

○
事
務
局
次
長
（
総
括
）　
梅
田

副
本
部
長
（
7
月
～
）

○
事
務
局
員
／
南
副
主
幹
（
4
月

～
）
担
当
：
役
員
会
の
開
催
／
石

久
保
副
主
幹（
4
月
～
）／
担
当
：

総
会
・
懇
親
の
集
い
、
総
務
部
会

の
運
営
、
会
員
管
理
、
会
計
／
森

田
副
主
幹
（
4
月
～
）
担
当
：

広
報
部
会
の
運
営
／
寺
谷
副
主

幹
（
留
任
）
担
当
：
交
流
部
会

（
ガ
イ
ナ
ー
レ
以
外
）
の
運
営

／
南
家
主
事
（
留
任
）
担
当
：

ガ
イ
ナ
ー
レ
関
係

　
　
　
　（
森
田
美
穂
）

　
去
る
７
月
23
日
肺
炎
の
た
め

逝
去
さ
れ
ま
し
た
。

　
西
尾
さ
ん
は
、
鳥
取
県
の

総
務
部
長
か
ら
副
知
事
を
経

て
、
１
９
８
３
年
鳥
取
県
知
事

に
就
任
、
９
９
年
ま
で
4
期

に
わ
た
り
務
め
ら
れ
ま
し
た
。

２
０
０
０
年
に
は
、
勲
２
等
旭

日
重
光
章
の
栄
に
浴
さ
れ
て
い

ま
す
。
享
年
92
歳
。

い
ま
す
。
ぜ
ひ
シ
ョ
ッ
プ
に
お
立

ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

〈
お
問
い
合
わ
せ
先
〉

食
の
み
や
こ
鳥
取
プ
ラ
ザ

東
京
都
港
区
新
橋
２
―
19
―
４

Ｓ
Ｎ
Ｔ
ビ
ル
（
１
Ｆ
物
産
販
売
）

電
話
０
３
―
５
５
３
７
―
０
５
７
５

（
２
Ｆ
レ
ス
ト
ラ
ン
）

ト
ッ
ト
リ
ー
ネ「
鳥
取
い
い
ね
！
」

電
話
０
３
―
５
５
３
７
―
２
５
５
８

（
県
東
京
本
部
　
藤
本
夏
子
）

　
　
　
　
新
橋
駅
表
通
り
の
店

蕎

麦

と

酒

に

こ

だ

わ

る
　
　
　

　
　
　
　

山

陰

の

お

店

 

い
な
た
や

寄稿

ゴルフ会

囲碁の会

訃
報
　
慎
ん
で
お
悔
や
み
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　
　
●
西
尾
邑
次
さ
ん

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
本
会
名
誉
会
員
、
元
鳥
取
県
知
事
）

ん
は
、
関
東
一
円
の
そ
ば
店
へ
材

料
を
卸
す
デ
リ
バ
リ
ー
を
司
ど

り
、
三
男
俊
治
さ
ん
が
小
売
店
の

統
轄
を
す
る
と
い
う
役
割
分
担
で

あ
る
。

　「
16
年
目
に
な
り
ま
す
が
、
パ

レ
ス
ビ
ル
店
は
８
店
目
で
す
。
ど

こ
の
店
も
繁
昌
で
有
り
難
い
こ
と

で
す
が
、
県
民
が
応
援
し
て
く
れ

て
い
る
よ
う
な
気
が
す
る
ん
で
す

よ
」と
俊
治
社
長
は
謙
虚
に
語
る
。

　
小
川
紘
幸
さ
ん
（
31
歳
写
真
）

が
パ
レ
ス
ビ
ル
店
の
店
長
で
あ

る
。
島
根
県
は
松
江
市
の
出
身
だ

と
い
う
。

　
父
が
漁
師
を
や
っ
て
い
て
、「
稲

田
屋
」
へ
魚
介
類
を
卸
ろ
し
て
い

た
の
が
ご
縁
で
、
高
校
を
出
る
と

す
ぐ
採
用
さ
れ
た
。
日
本
橋
店
で

は
見
習
い
の
下
働
き
か
ら
た
た
き

あ
げ
ら
れ
た
。
12
年
経
っ
た
今
、

「
苦
労
し
た
甲
斐
が
有
り
ま
し
た
」

と
笑
顔
で
語
る
。
秋
に
は
華
燭
の

典
が
待
つ
。

　
店
内
は
明
る
い
ウ
ッ
デ
ィ
ー

調
。
昼
の
ラ
ン
チ
は
11
時
開
店
と

共
に
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
と
Ｏ
Ｌ
で
50

余
席
は
ま
た
た
く
間
に
う
ま
っ
て

し
ま
う
。「
山
陰
名
物
特
選
田
舎

そ
ば
」
は
看
板
通
り
の
絶
品
だ
。

夜
の
デ
ィ
ナ
ー
は
飲
み
代
込
々
の

４
０
０
０
円
～
５
０
０
０
円
コ
ー

ス
が
あ
る
。酒
は
蔵
元
直
送
の「
稲

田
姫
」
や
「
ト
ッ
プ
水
雷
」
ゲ
ゲ

ゲ
の
鬼
太
郎
先
生
命
名
の
本
格
焼

酎
「
な
ま
け
者
に
な
り
な
さ
い
」

（
芋
）「
が
ん
ば
る
な
か
れ
」（
蕎
麦
）

も
好
評
。

○
千
代
田
区
丸
の
内
パ
レ
ス
ビ
ル

地
下
１
階

℡
０
３
・
３
２
８
７
・
１
７
０
８

昼
11
時
～
15
時
、
夜
17
時
か
ら
22

時
　
年
中
無
休
。

（
写
真
・
文
／
遠
藤
隆
司
）

▲汐留の砂像を作成した茶圓勝彦氏（左）
　と大場鳥取県東京本部長

▲今年の新担当
　左から南、石久保、梅田、森田

皮
切
り
に
、
全
国
都
市
緑
化

フ
ェ
ア
、
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
国

際
大
会
な
ど
、
鳥
取
県
で
は
今

年
、
自
然
に
着
目
し
た
イ
ベ
ン

ト
が
目
白
押
し
で
あ
る
。
次
世

代
に
自
然
豊
か
な
環
境
を
引
き

継
ぎ
、
活
力
あ
る
地
域
を
作
っ

て
い
く
た
め
に
、
自
然
を
生
か

し
た
取
り
組
み
に
力
を
入
れ
て

い
る
。

（
森
田
美
穂
）

　
浜
江
　
晋
　（
鳥
取
市
青
谷
町
出
身
、
東
京
都
日
野
市
在
住
・
92
歳
）

▼


